
俊敏で連携されたサプライネットワークによる
精度と洞察で未来をリードする

ネットワークの力が加速する時代：
消費財・食料品業界における
サプライチェーン再構築



消費財・食料品業界のリーダーの成功には、
高パフォーマンスな供給網の構築が必要
サプライチェーンの構築は当初、コスト効率化が目的でした。コスト効率化により、無駄のない業務
運営、予測可能なサイクル、廃棄物の最小化につなげました。その重要性は変わりませんが、単体
では不十分です。消費財・食料品業界のサプライチェーンが抱える課題は、消費者行動の変化、サ
プライヤーの制約、物流のボトルネックといった絶え間ない変動です。成功を収めるにはコスト削減だ
けでなく、俊敏性と効率を両立して、収益性、信頼、成長を推し進めます。一流ブランドでは、回復
力と正確さを高める戦略的要素へとサプライチェーンを変革する動きが進められています。

最適化から適応へのシフト：
従来のサプライチェーンは安定性に最適化され
ますが、安定性は一過的です。販促による需
要喚起、原材料の供給変動、港湾の操業停
止により、リニアモデルには問題が生じます。AI
を用いたネットワークにより、市場の変化を早
期に把握して動的な調整を行います。これに
よって、時代遅れの予測ではなく現状に応じた
サプライチェーンの運用を確保します。

信頼は競争差別化：
消費者、小売業者、規制当局が求めるもの
は、単なる約束ではなく検証可能な確約です。
調達、鮮度、サステナビリティのリアルタイム追跡
が現代のビジネスには欠かせません。農場から
店頭までの全面的な可視化により、小売業者
との連携関係を強化し、消費者のロイヤルティ
を確立し、ブランド価値を保護します。

スピードよりも正確さを重視：
高速化は必ずしも最善とは限りません。正確
さの方が重要です。サプライチェーンで成功する
には、単に製品をすばやく輸送するのではなく、
適切な時と場所に適切な在庫を用意すること
です。AI 活用の実行管理により、回転率の
高い SKU の優先、補充の微調整、廃棄物
の削減を行います。これによって、調達状況を
最大化して無用な過剰在庫を防止します。

データ主導の意思決定を用いる組織は
顧客を獲得する確率が23倍、顧客を維持する確率が6倍、
収益を得る確率が19倍高い。
McKinsey & Company

https://blogs.psico-smart.com/blog-how-can-organizations-leverage-data-analytics-to-enhance-decisionmaking-and-improve-performance-140055#:%7E:text=Consider%20this%3A%20according%20to%20a,more%20likely%20to%20be%20profitable.


消費者はどのチャネルでもスムーズで
サステナブルな体験を期待
現代の消費者は単に製品を入手できるだけでは満足しません。シームレスなショッピング体験、倫理
的な調達、迅速かつ確かな充足が求められます。店頭購入、オンライン購入、即配サービスなど購
入経路に関係なく、ブランドが透明性をもって即座にニーズに応えることも期待します。コスト効率だ
けでなく正確さと適応力を目指した進化が消費財・食料品業界のサプライチェーンには必要です。サ
プライチェーンで成功するには、オムニチャネル実行、サステナビリティ、先見的な回復力を連携しま
す。これによって、適切な時と場所に適切な在庫を確保しながら、廃棄を最小限に抑えます。

シームレスなオムニチャネルフルフィルメント：
買い物客はオンライン、店頭、即配サービスと
いったチャネル間を流動的に行き来します。AI
活用の需要予測により、全業務拠点で在庫
を最適化し、在庫切れと代替品の調達を防
止します。マイクロフルフィルメントのハブと地域
密着の配送モデルを利用する小売業者も存
在します。これらによって、需要が非常に高い
地域でも製品在庫を維持します。

サステナビリティは中核的な要件：
環境配慮は差別化要素ではなく要件です。
消費者と小売業者は、トレーサビリティ、倫理
的な調達、廃棄物の低減を求めます。一部の
企業では、再利用可能な梱包プログラムと AI
活用の廃棄物低減モデルを導入して、収益
性とサステナビリティを両立しています。

安定性よりも回復力を重視：
回復力の本質は混乱からの復旧ではありませ
ん。障害の予測と防止です。AI を利用した分
析によってリスクを早期に特定し、調達戦略の
調整と在庫バランスの見直しを実施します。こ
れによって、寸断のない柔軟なサプライチェーン
にします。予測に基づく実行管理を取り入れた
企業にとって、混乱は戦略的チャンスと言えま
す。

環境への影響を最小限に抑えるため、
購入習慣を変えるつもりがある消費者は73%。
Nielsen 社

https://blogs.vorecol.com/blog-how-are-consumer-preferences-evolving-in-relation-to-sustainability-and-corporate-social-responsibility-149718#:%7E:text=According%20to%20a%20study%20by,%2C%20ultimately%2C%20their%20bottom%20line.
https://blogs.vorecol.com/blog-how-are-consumer-preferences-evolving-in-relation-to-sustainability-and-corporate-social-responsibility-149718#:%7E:text=According%20to%20a%20study%20by,%2C%20ultimately%2C%20their%20bottom%20line.


消費財・食料品業界のサプライチェーンを
再定義する3つの大きな変化
効率とコスト削減を主眼とした従来のサプライチェーンモデルでは、昨今の不安定な環境に対応でき
ません。業務運営の分断化、受動的な意思決定、硬直的なプロセスが原因でボトルネックが生じ
て、業務で混乱の影響を受けやすくなります。消費財・食料品業界のリーダーに求められることは、
手法を再考して、協働エコシステムへの移行を目指すことです。これによって、変化を予測して実行
管理を最適化します。

この変革の原動力は、現代のサプライネットワークを方向付ける3つの重要な変化です。第1に、業
務運営に関する障壁を壊してリアルタイムで協働作業ができることです。第2に、静的で段階的なプ
ロセスから脱却して、AI を用いた適応力強化に取り組むことです。第3に、予測不能な状態を収益
の機会に変えることです。これらの変化を取り入れることで、受動的な問題解決から脱却し、先を見
越してサプライチェーンを刷新します。

次ページ以降で解説する内容は、3つの変化により消費財・食料品業界のサプライチェーンを刷新
する方法です。これによって、非効率と混乱を解消してインテリジェンスと競争力を生み出します。

分断化から
協働エコシステムへ

直線的なチェーンから
自己最適化ネットワークへ

混乱への対処から
不安定性を利益に
変える企業へ



高価値エコシステムにより断片的な
業務運営を刷新
関係企業が分断状態で稼働するサプライチェーンでは、共通の視野を持たないサプライヤー、メー
カー、小売業者が独自に業務運営を最適化します。しかし、サプライチェーン全体に混乱が及ぶ環
境では、歩調の合わない意思決定によって、非効率、需要のミスマッチ、無用なリスクが生じます。ま
た、システムの分断がボトルネックと即応性の低下を引き起こし、需給の変化を予測する能力に限
界が生じます。企業が未来を掴むには、独立した実行管理から脱却して、全面的に相互連携した
価値主導エコシステムへ移行することです。これによって、俊敏性と回復力を高めます。

リアルタイム同期を通じて需給を整合：
成功を収めるにはサプライヤーとの協働だけではなく、需要、供給、キャパシティに対するリアルタイム
の共通認識が必要です。価値連鎖全体にデータを統合すると、在庫状況の改善と廃棄物の最小
化が向上して、消費者が求める時と場所に製品が配送されます。

独立した判断からエコシステムインテリジェンスへのシフト：
競争力が社内の最適化から全体としての効率化にシフトしています。過剰在庫の削減や収益性の
最大化など共通目標に対してサプライチェーンのパートナーが足並みを揃えると、大きな損失をもたら
す摩擦が解消され、業務運営が合理化されます。

ネットワーク全体で最大限の収益性を確保：
もはやコストカット単体ではサステナブル戦略にはなりません。在庫状況、即応性、効率のバランスを
取り、長期的な収益性を追い求めるのが現代のサプライチェーンです。個々の企業ではなくネットワー
ク全体を最適化することで、意図しない非効率を防止し、すべての利害関係者の価値を高めます。

サプライチェーンリーダーの55% が
テクノロジーと技術革新への投資を
増額。60% は100万ドル超の
投資を計画。

MHI

#1: 分断化から協働エコシステムへ

https://og.mhi.org/publications/report


AI を用いて適応力を強化し、
サプライチェーンを刷新
サプライチェーンでは硬直的で直線的な流れに従うことが少なくありません。これによって、特定の領
域における混乱がネットワーク全体に波及します。また、これらのモデルでは、適応力よりも効率を優
先するため、予期せぬ変化に弱くなります。この状況に変化をもたらすのが、AI を用いた自己最適
化ネットワークです。混乱に受動的に対応するのではなく、インテリジェントなエコシステムが、制約の
分析、在庫の再配分、実行管理のリアルタイム調整を継続的に実施します。これにより、遅延と廃
棄物を低減して、需要の変化に即座に適応するサプライチェーンを実現します。

AI がもたらす柔軟性を活用してトレンドを早期に検出：
機械学習での検出では、需要パターンと供給に関する制約の変化に加えて、新たに出現した消費
者トレンドもリアルタイムに対応します。混乱に受動的に対応するのではなく AI 活用のネットワーク
により、在庫を動的に再配置します。人気のある製品トレンドへの対応や、エスカレート前の供給ボ
トルネックの軽減などの状況を問いません。

可視化からインテリジェントな連携へ：
もはや出荷と在庫の追跡だけでは不十分です。リアルタイムの分析結果に基づく対応がサプライ
チェーンには求められます。AI を利用した連携作業によって、経路選択、在庫バランスの再調整、
在庫の再配置を自動化します。これによって、需給を一致させて、遅延と非効率を防ぎます。

システムの相互接続を通じて回復力を確立：
真の俊敏性を備えたサプライネットワークは、圧力を受ける状況でも柔軟性を発揮するように設計され
ています。サプライヤー、流通業者、フルフィルメント業務拠点を連携して動的なエコシステムを構築す
ることで、損失の低減、サービスレベルの向上、物流の最適化を実現し、混乱を機会に変えます。

AI を活用した需要予測の改善と
在庫管理の最適化により、
在庫レベルを20～30%
削減可能。

McKinsey & Company

#2: 直線的なチェーンから自己最適化ネットワークへ

https://www.mckinsey.com/industries/industrials-and-electronics/our-insights/distribution-blog/harnessing-the-power-of-ai-in-distribution-operations


サプライチェーンの混乱を
競争力に変える
混乱はマイナス材料として見なされがちですが、俊敏な企業にとって不安定性はチャンスの源です。
制約を予測して在庫を再配置し、未利用資産を最大限活用することで、課題を成長手段に変え
ます。また、AI 活用の分析結果を活用することで、価格設定と需給バランスの調整を動的に実施
し、新たな収益源を発掘できます。業界リーダーは混乱に受動的に対応するのではなく、戦略上の
強みにすることで、競合他社が対応に苦慮する状況でも市場シェアを伸ばします。

在庫不足を予測し、市場での地位を強化：
供給の制約に早期に対応する企業は、状況を活かして価格決定力と顧客ロイヤルティを確立しま
す。在庫不足を予測して補充を実施し代替調達先を確保することで、競合他社が遅延と販売機
会の喪失に苦しむ中でもプレミアム価格の設定と供給の信頼性を確保します。

戦略的提携関係により余剰キャパシティから収益を得る：
遊休資産の潜在能力を無駄にする必要はありません。未使用の輸送能力、冷蔵保管庫、共同
製造を活用したプライベートブランド製品やサードパーティサービスにより、業務運営を抜本的に見直
すことなく、余剰キャパシティから新しい収益源を生み出します。

AI を用いて不安定性の予測と適応を行って利益を生み出す：
AI 活用の予測分析は混乱を戦略に変えます。リアルタイムのリスク評価、需要予測、供給バランス
調整を用いて価格設定の最適化、在庫不足の軽減、俊敏性の確保を行うことで、不安定性を長
期的な成長エンジンに変えます。

顧客関係強化と生産性向上に
AI が役立つと考える事業主は
64%。

Forbes

#3: 混乱への対処から不安定性を利益に変える企業へ

https://www.forbes.com/advisor/business/software/ai-in-business/#the_majority_of_business_owners_expect_ai_will_have_a_positive_impact_on_their_business_section


サプライチェーンの精度を支える AI、データ、
クラウドの拡張性
製品の配送や変化への対応を行うだけでは、インテリジェントなサプライチェーンとは言えません。リアルタ
イムで把握、予測、実行管理を行います。AI、統合データプラットフォーム、クラウドインフラを活用す
ると、非効率を解消して連携を推進し、データ主導の迅速な意思決定を実現できます。また、混乱
が在庫状況に影響する前に、動的な在庫再配分、物流の最適化、生鮮品の減耗損防止ができ
ます。硬直的なサプライチェーンから即応性のある自己最適化ネットワークへの変革を通じて、柔軟
性の確保と需給の継続的な整合をテクノロジーで確保します。

統合データプラットフォームで分断化を解消：
分析結果の分断と低速な意思決定は非効率の原因です。統合データプラットフォームは、サプライ
ヤー、小売業者、物流業者を同期して、在庫計画、フルフィルメント、需要計画の実行をシームレス
に整合させ、在庫切れを減らし補充戦略を最適化します。

AI と機械学習の活用による実行管理の最適化：
AI は単なる予測ツールではなく、インテリジェントな実行管理の原動力です。機械学習は、補充の
最適化、温度に敏感な製品の減耗損防止、変化する需要パターンに応じた在庫の動的調整に役
立ちます。AI を統合してサプライチェーンの俊敏性を刷新すると、効率化、廃棄の削減、最大限の
店頭在庫が達成されます。

クラウドベースのインフラによるシームレスな拡張：
リアルタイムの柔軟性を実現するには、クラウド活用によるサプライチェーンが必要です。クラウドベース
のプラットフォームを利用すると、市場の変動に応じて、調達、在庫配分、フルフィルメントの戦略をす
ばやく調整できます。組織でクラウドの拡張性を活用すると、俊敏性が確保されて業務運営が動的
に方向修正されます。これによって、変化の激しい環境でも供給を途切れなく維持します。

小売業種でのグローバル AI 
市場規模は2025年の
140.3億ドルから2034年までに
626.4億ドルに成長する見込み
(年平均成長率は18.14%)。

Precedence Research 社

https://www.precedenceresearch.com/artificial-intelligence-in-retail-market
https://www.precedenceresearch.com/artificial-intelligence-in-retail-market
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俊敏性と長期的な
成長を目指す
サプライチェーン変革
サプライチェーンは業務運営の単なる屋台骨で
はなく、戦略的な成長エンジンです。不安定
性、高まる消費者の期待、激化する競争が特
徴の消費財・食料品業界市場でリーダーの地
位を維持するには、効率だけでは不十分です。

Blue Yonder のリアルタイムインテリジェンスと
多企業ネットワーク機能は、適応を支える俊敏
性、最適化を支える精度、市場優位を支える
分析を実現します。在庫連携作業から協働型
の計画立案まで、長期的な競争力の獲得に
向けてサプライチェーン変革を支援します。

明日のリーダーは、単に混乱に対処するだけで
なく、連携の取れた強固なサプライチェーンネット
ワークを利用して不安定性から収益を生み出
し、信頼を構築して技術革新を推進します。

サプライチ ェーン変革と将来への備えは
Blue Yonder にお任せください。


	スライド番号 1
	消費財・食料品業界のリーダーの成功には、高パフォーマンスな供給網の構築が必要
	消費者はどのチャネルでもスムーズで�サステナブルな体験を期待
	消費財・食料品業界のサプライチェーンを�再定義する3つの大きな変化
	高価値エコシステムにより断片的な�業務運営を刷新
	AI を用いて適応力を強化し、�サプライチェーンを刷新
	サプライチェーンの混乱を�競争力に変える
	サプライチェーンの精度を支える AI、データ、クラウドの拡張性
	スライド番号 9

